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32 歳時に腫瘍様脳病変を呈し脳生検施行。病理では、非特異的な炎症所見であった。少量

のステロイドで軽快し、以後安定していた。39歳時に頭痛、発熱、倦怠感を自覚。頭部 MRI

で、左側頭葉に脳浮腫を伴う腫瘍様病変を認めた（図 1）。病変は FLAIR で高信号を呈し、

Gd 増強効果を伴っていた。脳腫瘍が疑われたためメチオニン PET を行ったところ、メチ

オニンの高集積を認めた（図 2）。髄液検査では、可溶性 IL-2受容体と IL-10が上昇してお

り、中枢神経悪性リンパ腫が疑われた。脳部分切除を施行したところ、病理では著明な形質

細胞浸潤を認め、その多くが IgG4陽性であった（図 3）。花筵様の線維化および部分的な閉

塞性静脈炎の所見も認められた。これら病理所見より IgG4 関連疾患の一亜型である IgG4

関連脳偽腫瘍と診断した。 

これまでに、IgG4関連脳偽腫瘍において詳細な髄液検査、メチオニン PETの解析を行っ

た報告はない。IgG4関連疾患では、本例のように脳腫瘍様の病変を呈することがあり、ま

た中枢神経悪性リンパ腫に類似した各種検査所見を呈することがあるため、腫瘍様脳病変

の鑑別を行う際には念頭に置く必要がある。 

 

 

図 1: 頭部 MRI (FLAIR) 
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図 2: メチオニン PET 
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図 3: 脳病理 IgG4免疫染色 
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